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1ある年の3月，：一一一枚の葉書が参考調査の

係に舞い三夕で来tg。．内容は次の如ぎもの

であった。

　①ソヴィエト東洋学　1958年3～5号

　②東洋学の諸問題　1959年1号

　③ア2ア・アフリカ諸民族　1962年2号

　以上①～③の所蔵の有無

　④コヴァレフスキー「共同体膏土地所

　有，その解体の原鴎、過程および結果」

　め邦訳の有無。

　一見した所①②③と④は無関係のよう

であったが，調べてみると意外な事が判明

・した6

　先ず最初に①～③は雑誌名と思われた

が，勿論和雑誌目録には無く，Ptシア語の

目立語訳と考えられるので，相応ナるPtシ

ア語雑誌名を想定，当館所蔵の洋雑誌目録’

に当る。かくして「ソヴィ・エッコエ・’ヴォ

ストコザェジェ三三」，「プPブレムイ・ヴ

ォストコヴェジェニヤ」，「ナPt一ドヌイ・

ア薯イ・イ・アフリキ」と確定，しかも該

当鳶職を所蔵することもわかった（当館請

求記号Z5ユーG274）。問題は④である。

　戦前戦後の著者目録，各種冊子目録類で、

「コヴ・レフスキー」の項目を見たが；邦訳

ぽ無いようだ。念のため「人物文献索引」・

や伝記，辞書類に当ったが，結局見付から

ない。全訳が無いことはおかったが，それ

では部分訳も存在しないのか。それを調査

中，マルクスが本書を読んでいる，との1青

．＊Nがあったρ大月書店版「；？”ルクス・午γ

ゲルス全集」補巻に収録されている，との

事。早速現物に当ってみると確かにある。

補巻4のコワ，レフスキー、r共同体的土地所

有…　』がそれである。質問文の「・・

・解体の原因，、過程ゼ・・」が「…　　解：、

　　　　　　　　　体の原因，経過∴・・」となっていること

を除いては同一である。

　『方，訳文の前頁，，訳者イ「ト爾部分で

訳者は「共同体的土地所有・…　」の関係一

論文に言及，それが何ぞ計らん，最初に取

り上げた資料①～③だったのだ。かくして

①～③と④はその出所が「マルクス・エン

ゲルス全集」だったことが判明，念のため

右論文の所在箇所を案内した。唯，質問者

は資料の所蔵のみを質問しているので，該．

当論文まで言及しためは，行き過ぎだった國

のではないかと，若干反省しつつ回答文を

認めた次第である。

　なお当館は④の原書を所蔵する。しかし’

フランクフルトでのリプリント版（1977刊

当館請求記号DM123－16）である。ま

肉副摩物，1960年モスクワで開催された第

25回国際東洋学者会議でガマコノフとウリ

ヤネフ界キーによる共同発表「共同体的土

地所有」（会議録第4巻　当館請求記号

G　E　41一一・r41）が発見できたのは，収穫であ，

っ＃。　　　　　　　　・　　　（中林）
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